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1. はじめに

2025 年は世界陸上競技選手権大会が 34 年ぶりに

東京で開催された（日本での開催は 2007 年大阪大

会以来18年ぶり）．今大会の女子100ハードル（以下，

「100 ｍＨ」）は 9月 14 日（日）に予選，9月 15 日（月）

に準決勝，決勝が行われた．日本代表として福部真

子選手（日本建設工業）と田中佑美選手（富士通），

中島ひとみ選手（長谷川体育施設）が出場し，福部

選手，中島選手が準決勝まで駒を進める活躍を見せ

た．前年のパリ五輪に引き続いて，今年も国内女子

トップ選手たちが世界レベルに近づいていることを

実感できる大会であった．

また，高校生においては 5 月 30 日に井上凪紗選

手（滝川第二高・3）が 13 秒 31，7 月 29 日に石原

南菜選手（白鴎大足利高・2）が 13 秒 30 の日本高

校新記録を樹立した．中学生では今村好花選手（太

宰府東中・3）が 8月 20 日に 13 秒 23 の日本中学新

記録を樹立した．

シニア世代の活躍のみならず，ジュニア選手たち

の活躍も目覚ましいシーズンであった．

日本陸連科学委員会では，公認競技会における国

内の女子 100 ｍ H の選手を対象にレース分析を行っ

ているが，本稿では 2025 年シーズンに国内で開催

された主要競技大会における女子 100 ｍ H のレース

分析結果を報告する．

2. 方法

2-1．分析対象選手，及び対象競技会

分析の対象は，国内外女子 100 ｍ H 選手のべ 80

名であった．また対象選手が出場した以下の 7競技

会を分析対象とした．

・第 59 回織田幹雄記念国際陸上競技大会（2025 年

4 月 29 日，ホットスタッフフィールド広島・広島）

・第 12 回木南道孝記念陸上競技大会（2025 年 5 月

11 日，ヤンマースタジアム長居・大阪）

・セイコーゴールデングランプリ陸上 2025（2025

年 5 月 18 日，国立競技場・東京）

・第 109 回日本陸上競技選手権大会（2025 年 7 月 6

日，国立競技場・東京）

・第 78 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会

（2025 年 7 月 29 日，ホットスタッフフィールド

広島・広島）

・第 41 回 U20 日本陸上競技選手権大会（2025 年 9

月 27 日，草薙総合・静岡）

・ 第19回U18日本陸上競技大会（2025年10月18日，

三重交通 G スポーツの杜伊勢・三重）

2-2．測定方法，及び分析項目

分析対象競技会におけるレース分析のためのビデ

オ撮影は，観客席スタンドに設置した複数台のデジ

タルビデオカメラを用いて行った（239.7fps）．レー

スがスタートする瞬間のスタートピストルの閃光を

映した後，各選手のハードリングの踏切脚とハード

リングの最初の着地（以下，「タッチダウン」とする）

が確認できるように追従撮影した．

撮影した映像を基に，スタートピストルの閃光か

らハードルの踏切時，およびタッチダウンの時間を

読み取り，各測定区間に要した時間を算出した．ま

たハードル走における測定区間は以下のように定義

した．アプローチはスタートから 1台目のタッチダ

ウンまでとした．1-2 区間は 1 台目のタッチダウン

から 2 台目のタッチダウンまで，2-3 区間は 2 台目

のタッチダウンから 3台目のタッチダウンまでとし

て，以降 9-10 区間まで同様に定義した．またラン

インは 10 台目のタッチダウンからフィニッシュま

でとした．インターバルランタイムは，タッチダウ

ンから次のハードリング踏切脚が接地する瞬間まで

の時間とした．ハードリングタイムは，各ハードリ

ングの踏切脚が接地した瞬間からハードリング後の

リード脚が接地する瞬間までの時間とした．さらに
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各区間の平均疾走速度（以下，「疾走速度」とする）

は，各ハードル間の距離を疾走するのに要した区間

タイム（インターバルランタイムとハードリングタ

イムの合計）で除すことにより算出した．

3. 結果と考察

2025 年に行われた各レースにおけるタッチダウ

ンタイム，区間タイム，インターバルランタイム，

ハードリングタイム，及び疾走速度の分析結果を表

1 から表 10 にそれぞれ示した．また各レースのア

プローチとランインを除く区間の疾走速度の変化，

インターバルランタイムの変化，及びハードリング

タイムの変化を図 1から図 10 にそれぞれ示した．

対象者の 100mH 記録の範囲は 12 秒 54 から 14 秒

29 であった．レース中の走速度の変化のしかたは，

概ねどの選手もスタート後に疾走速度が高まり，

レース序盤から中盤にかけて最高疾走速度が出現

し，最高疾走速度が出現した後に速度が低下しなが

らフィニッシュした．

図 11 には，対象者のレース記録とレース中の最

高走速度との関係を示した．レース記録と最高走

速度との間には有意な負の相関関係（r = 0.9586, 

p<0.001）がみられ，レース記録の良い選手ほど最

高走速度が高いこと（森田ほか，1994；川上ほか，

2004；杉浦ほか，2006；柴山ほか，2010；杉本ほか，

2012；貴嶋ほか，2016；貴嶋ほか，2024）が今回の

分析結果からも確認することができた．

本稿の対象選手をレース記録別に 3つに分け（12

秒台；12 秒 54 から 12 秒 94，13 秒秒台前半；13 秒

01 から 13 秒 46，13 秒 5 以降；13 秒 51 から 15 秒

29），区間タイム，走速度，インターバルランタイ

ムおよびハードリングタイムの平均値をそれぞれ算

出し，表 11 と図 12 に示した．特に 12 秒台のレー

ス（選手）では，他とのレース（選手）と比較して

レース全体をとして区間タイムが短かった．それは，

インターバルランタイムとハードリングタイムのど

ちらも短かったためであった．また，12 秒台のレー

ス（選手）は区間タイム 1秒 0以内の区間がレース

中に複数（2 から 4 区間）見られたことも明らかと

なった（表 1，表 3，表 4，表 5）．その結果，12 秒

台のレース（選手）は，レース序盤から高い走速度

を発揮し，レース中盤ではその速度をさらに高めて

いた．レース終盤は走速度が低くなっていくものの，

他のレース（選手）よりも高かった． 

　

4. まとめ

2025 年に開催された国内の女子 100 ｍ H のレー

ス分析結果を以下にまとめる．

・2025 年シーズンでは７競技会，のべ 80 レースの

分析を実施した．対象者の 100mH 記録の範囲は，

12 秒 54 から 14 秒 29 であった．

・レース中の疾走速度は，概ねどの選手も同じよう

な変化のしかたを示す．

・レース中の最高走速度が高い選手ほどレース記録

が良い．

・12 秒台の選手（レース）では，レース全体を通

して高い走速度を発揮していたが，それはイン

ターバルランとハードリングタイムが短く，区間

タイムが短かったことによる．さらに，レース中

の区間タイム 1 秒 0 以内の区間が複数みられた．

本分析結果は，12 秒台を目指す際の参考値とし

て利用できる可能性がある． 
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表 1．2025.04.29_ 織田記念 _女子 100mH　A 決勝レース分析結果

図 1．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 2．2025.04.29_ 織田記念 _女子 100mH　B 決勝レース分析結果

図 2．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）



－ 126 －

表 3．2025.05.11_ 木南記念 _女子 100mH　決勝レース分析結果

図 3．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 4．2025.05.18_GGP_ 女子 100mH　決勝レース分析結果

図 4．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 5．2025.07.06_ 日本選手権 _女子 100mH　決勝レース分析結果

図 5．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 6．2025.07.29_ 広島インターハイ _女子 100mH 決勝

図 6．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 7．2025.09.27_U20 日本選手権 _女子 100mH　決勝（1組）レース分析結果

図 7．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 8．2025.09.27_U20 日本選手権 _女子 100mH　決勝（2組）レース分析結果

図 8．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 9．2025.10.18_U18 日本選手権 _女子 100mH　B 決勝 レース分析結果

図 9．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 10．2025.10.18_U18 日本選手権 _女子 100mH　A 決勝 レース分析結果

図 10．疾走速度（上），インターバルランタイム（中），ハードリングタイム（下）
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表 11．レース記録別の区間タイム，走速度，インターバルランタイム，ハードリングタイム（いずれも平均値）

図 11．レース記録と最高走速度との関係

図 12.	レース記録別の区間タイム（左上），走速度（右上），インターバルランタイム（左下），ハードリン

グタイム（右下）


